
北朝鮮の核実験の可能性とその影
響について

東工大

原子炉工学研究所

澤田哲生

tetsuo@nr.titech.ac.jp



実験する？

• その必要があるかどうか疑問
• ライスの〝主権を認める〟発言
• 六カ国協議、米朝二国間協議の道



北朝鮮の核

• プルトニウム型核爆弾
– 長崎型（Pu239）
– 爆縮（implosion）
– 核物質：８kg 程度
– 威力：２０kt-TNT程度
– 個数：？５－６個

• プルトニウム型核爆弾は実験なしには、その保
有が認められがたい
– 広島型（Ｕ）は実験なしに、実戦使用した
– イスラエルが保有しているのはＵ型核爆弾





インド：１９７４

• 8kg程度の兵器級Puを用いても20 kt-TNT
の威力(yield)を得られるかどうかは疑問

• インドは12-13 kt-TNT相当と発表したが、8 
kt-TNT程度との見方もある

• Yieldに依って、当然核分裂生成物の発生
量は異なる



爆発威力 vs.ＦＰ

• 核分裂で解放されるエネルギー
– 7 x 1017 erg/gram

• TNT火薬の解放エネルギー
– 4 x 1010 erg/gram (= 3.6 x 1016 erg/ton) 

• よって、1kgの核物質の核分裂では
– 1 kg of Pu239(orU235)≈20 kt of TNT

• このとき発生する核分裂生成物(FP)の総量が約１
ｋｇ（質量欠損分はごくわずか）でありこれが被ばく
をもたらすソースタームになる。



ソースターム

主な（被ばくの観点から重要性の高い）ソースタームは、ヨウ素１３１，ストロンチウム９０，８９、セシウム１３７

○ヨウ素１３１は、半減期８日のガンマ線放出核種

核爆発で生成されるＦＰ総量の約２％で、その放射能は1.6x10^5 Ci/kt 。

半減期は短いが、爆発後数週間がもっとも危険で、放射線影響期間は数ヶ月続く。

○ストロンチウム９０，８９

各３％；

Ｓｒ９０は半減期28.1年、ベータ線放出、190 Ci/kt、影響期間は百年以上。

Ｓｒ８９は半減期52日、ベータ線放出、3.8x10^4 Ci/kt、影響期間は数ヶ月。

○セシウム１３７

３－３.５％、半減期30年、ガンマ線放出、200 Ci/kt、影響期間は百年以上。

したがって、２０ｋｔ級だと、

ヨウ素１３１：２４ｇで３．２ｘ１０^６Ci（1.2x1017Bq）
ストロンチウム９０：３６ｇで３８００Ci

ストロンチウム８９：３６ｇで７．６ｘ１０^５Ci（2.8x1016Bq）

セシウム１３７：３６—４２ｇで４０００Ci （1.5x1014Bq）

By “Physics of Nuclear Weapon Effects”
http://www.cartage.org.lb/en/themes/Sciences/Chemistry/NuclearChemistry/NuclearW
eapons/FirstChainReaction/EffectsNucl/WeaponEffects.htm



Nagasaki class vs. Chernobyl
• Nagasaki*

– 131I：1.2x1017Bq (0.07)
– 90Sr：1.4x1014Bq (0.01)
– 89Sr：2.8x1016Bq (0.25)
– 137Cs：1.5x1014Bq (0.002)

対Chernobyl比で、131Iは約
７％、137Csは0.2%. ただし、
89Srは25%.

• Chernobyl
– 131I：1.8x1018Bq
– 90Sr：1.0x1016Bq
– 89Sr：1.1x1017Bq
– 137Cs：8.5x1016Bq

http://mext-atm.jst.go.jp/atomica/pict/09/09010105/02.gif



大気圏内核実験の可能性はない

１）ＰＴＢＴ（１９６３）以降段階的に大気中実験は減少。１９８１年以降なし

２）既に地下核実験用とおぼしき地下施設を建造している証拠がある

３）北朝鮮には広大な砂漠や荒れ地（極低人口地帯）はない

４）仮に地上実験を敢行すれば、土地・建造物・自然の破壊、住民への
直接放射線・爆風さらには原爆雲（プルーム）による被ばくの影響が
甚大になる

５）地上の核実験施設は偵察衛星から容易に判別可能（原爆本体の実
験地点への搬入・据え付けも上空から容易に偵察・捕捉できる）であ
るので、実験遂行上極めて不利である。米国軍の空からのピンポイ
ント爆撃の標的に自ら進んでなるようなものであり、さすがにそこま
で愚か（間抜け）ではな。



核実験の種別と回数

http://www.pcf.city.hiroshima.jp/Peace/J/pNuclear3_1.html



大気圏内核実験回数



THE ATOMIC CANNON

THE ATOMIC CANNON Operation:

Shot Name: Grable  

Shot number: 10  Date: May 25, 
1953

Detonation: Airburst

Yield: 15 kt  

Height of Blast: 524 ft  

Location: Frenchman Flat - Nevada 
Test Site  Mark 9 Gun Weapon

Sponser: Los Alamos Nuclear 
Laboratory

The Atomic Cannon, at 280 mm, was the largest

nuclear capable mobile artillery piece 
manufactured

by the United States. On May 25, 1953, a 280 mm

cannon fired an atomic projectile a distance of 7

miles at the Nevada Test Site. Twenty 280 mm

cannons were manufactured. None were used in

battle



地下核実験
１）実験坑

米国の地下核実験の実験抗は、核爆発の威力によって二種類

☆坑の直径は１ｍ～３ｍ程度、

☆深さは２１３ｍ～７６２ｍ（半端な数字は、６００～２５００ｆｔの換算結果ほど。

２）失敗

☆実験坑の密封(contain)に失敗したケースがある

☆旧ソ連

ーサハ州の実験サイトで２例

ーセミパラチンスクサイトでは三回に１回程度は失敗だったとする報告（和文書）もあり。
セミパラチンスクでは人工湖を作るためにかなり浅い地点で“地下”核実験を実施した
ケースもある。

３）失敗によるソースタームの漏れ

☆数％程度？

• Is it cool?



地下核実験による放射能

• まっとうな地下核実験：環境への放射能の
影響は皆無と考えてよい

• 失敗時：１％～１０％の漏れ
– 10%の漏れを仮定すると、発生源での放射能
量はチェルノブイリに比べて：131Iで１／１００
以下、131Csは１／５０００以下

• 被ばく線量について


